
（管理規則第３条実施要領 別紙様式）                                                               Ｎｏ.（１） 

１ 

 

  ２０１９年度（平成３１年度）学校評価自己評価表  
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駅家南中学校区 校番２７ 福山市立駅家南中学校 
   

 最終更新日 2020 年（令和元年）２月 14 日 

 

ミッション  福山に愛着と誇りを持ち，変化の激しい社会をたくましく生きる子どもを育てる。 

ビ ジ ョ ン  「福山１００ＮＥＮ教育」の基本理念のもと，各中学校区・学校が「２１世紀型“スキル＆倫理観”」の育成に向けた特色ある教育課程を編成し， 

日々の授業を中心として評価・改善を進めながら，子どもたちの確かな学びを実現している。 

児童生徒の現状 

○互いの意見を聞く，受け止めることは

できているが，自分の考えをわかりやす

く伝えることに課題が見える。 

○地域活動へ参加したり住んでいる地域

が好きな子どもが多い。 

○言われたことをやろうとするが，少し

難しいことへ挑戦したり，自分で課題を

みつけて解決しようとする意欲が低い。 

 

育成する力 

(21世紀型“スキル＆倫理観”) 
コミュニケーション力   協調性・思いやり 

めざす子ども像 

(義務教育修了時の姿) 
駅家に愛着と誇りを持ち 主体的に行動する児童生徒 

中学校区として 
統一した取組等 

話す・書く（アウトプット）場面を意図的に設定した授業を行う 

保護者，地域と連携したふるさと学習を積み上げる 

駅家南中学校区スタンダードで生活習慣・家庭学習を定着させる 

 

現 状 

＜生徒＞ 

・さまざまな活動で，生徒主体の取組を仕組んでいるが，生徒自身の自己肯定

感が低い傾向にある。 

・理由を明らかにして，自分の考えを相手に分かりやすく伝えることができて

いる生徒の割合は低い。 

 

＜授業＞ 

・生徒に課題意識を持たせる工夫や，習得させた知識や技能を活用して，設定

した課題を解決するための思考させる場面の工夫など，生徒の主体的な学びの

生まれる授業に向けて試行錯誤している。 

 

育成する力 

(21世紀型“スキル＆倫理観”) 
問題解決力  コミュニケーション力  協調性  リーダーシップ 

めざす 

子ども像 
 

 問題解決 コミュニケーション 協調性 リーダーシップ 

１年 
多様な視点から物事

を考えることができ

る 

自分の考えや思いを

理由を明確にして伝

えることができる 

相手の立場が尊重で

きる 

与えられた自らの役

割を果たすことがで

きる 

２年 

自ら課題を発見し課

題解決のための自分

の考えを持つことが

できる 

事実と意見を区別し

て相手に分かりやす

く伝えることができ

る 

互いに関わりながら

相手の立場を考えた

行動ができる 

自己の役割を自覚し

て責任を果たすこと

ができる 

３年 

望ましい解決策を導

き出すことができる 

自分の考えや思いを

論理的に相手に分か

りやすく伝えること

ができる 

互いに関わりながら

その場に応じた行動

ができる 

率先して集団や社会

の中で役割を果たす

ことができる 

 

   

研究 

教科等 道徳 

主題・ 

内容等 

自ら考え学ぶ授業の創造 

～生徒の学びを促す“しかけ”の工夫を通して～ 

めざす授業の姿 

先生は単元のねらいを明確に持ち，知識・技能をしっかり教えている 

生徒は課題意識をもってじっくり考え，はっきり表現している 

 

前年度学校関係者評価の主な内容 

○評価指標は定量化されており，子供た

ちが学ぶ意識を高める取組を継続して

ほしい。 

○子ども一人一人に目を向けた質の高い

教育を保護者地域と展開できるよう，

引き続き三校連携を強化してほしい。 

○地域住民への発信は，より効果的な方

法を含めて検討が必要である。 

 

ミッション 

未来・地域から預かった生徒が，故郷に愛着と誇りを持ち，自立して社会に

貢献できるよう，励ましながら鍛える。 

 
学校教育目標 

自立して 社会に貢献できる 生徒の育成 
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Ⅳ 目標・取組及び評価指標等の設定と評価                                                

 

年 
目 

中期経営目標 
重 
点 

分 
類 

短期経営目標 
目標達成に 
向けた取組 

評価指標 

中間評価(10 月１日) 最終評価(２月末) 

□指標に係る 
取組状況 

プロセス 
評価 

達成 
評価 

改善方策 

□指標に係る 
取組状況 

◎短期(中期)経営 
目標の達成状況 

プロセス 
評価 

達成 
評価 

総合 
評価 

改善方策 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
３ 

21世紀型スキ
ル及び倫理観
の育成に向け，
確かな学力・健
やかな体力を
身に付けさせ
る。 

 
 
 
 
★ 

 
 
 
 
継 
続 

全国学力・学習状
況調査の平均正
答率について県
平均以上とする。 

・「学びの地図」
を作成する。 
 
 
 
・話す，書く活動 
を授業に意識的
に取り入れる。 

・年間の単元や題
材から，「学びの
地図」を 5 つ以
上作成する。 
 
・標準学力調査
（東京書籍）を 5
教科で実施し，全
国平均以上にす
る。 

・全教員が 1 学
期の間に各自 2
つ以上作成し，
研修した。 
 
・「授業で自分の
考えを積極的に
表現している」
と肯定的に回答
した生徒の割合
は 78.5% 

３ ３ 

・「学びの地図」
を 2 学期以降
で 3 つ以上作
成する。 
 
・「学び合い」
を取り入れた
授業改善に継
続して取り組
む。 

・全国学力・学
習状況調査の平
均正答率におけ
る県平均以上の
項目数は，０/３
である。 
・1 月実施の標
準学力調査の平
均正答率おける
全国平均以上の
項目数は， 
０/１０である。 

３ ２ ３ 

・学力向上のた
めに，「学びの
地図」の充実・
改善，「学び合
い」を取り入れ
た授業改善を
図り，話す・書
く活動の充実
を図る。 

  
 
 
継 
続 

体力・運動能力調
査の各項目につ
いて県平均以上
とする。 

・体育や部活動の 
中で，弱点に特 
化したトレーニ
ング及び補強運
動を継続して行
う。 

・全国平均を上回
る項目を40/48
以上にする。 

・全国平均を上
回る項目は 31
／48 である。 
男女とも，特に
持久力に課題が
ある。 

３ ２ 

・体育の授業や
部活動の時間
に，課題のある
項目（特に持久
力）について，
継続して取り
組む。 

・体力・運動能
力調査における
県平均を上回る
項 目 数 は ，
34/48 であっ
た。 

３ ２ ２ 

・特に課題のあ
る持久力の向
上に向け，部活
動などにおい
て，改善する取
組を行う。 

 
 
 
 
１ 

幅広い知識や
豊かな心を育
むために，読書
習慣を身に付
けさせる。 

  
 
 
 
新 
規 

図書室を活用し，
読書に取り組も
うとする生徒の
意識を醸成する。 

・図書室の利用を
促進するため，図
書室の整備を行
う。 
 
・呼びかけ等を行
わせるなど，読書
習慣をつけるた
めの，図書委員会
の活動を仕組む。 

・図書室の利用者
数割合を年度当
初比+10％以上
にする。 

・図書室の環境
整備を行うとと
もに，図書委員
会による読書推
進の取組を行っ
た。 
 
・１学期に図書
室を利用した生
徒 の 割 合 は
22.5％。（昨年
度比＋2.5％） 

３ ３ 

・引き続き，生
徒が利用しや
すい図書室に
向けた環境整
備を行う。 
 
・読書習慣をつ
けるための図
書委員会の活
動を仕組む。 

・２学期までに
図書室を利用し
た生徒の割合は
31.5％（年度当
初比＋11.5％）
であった。 
・図書室の書架
のレイアウトを
手に取ってみた
くなるように工
夫したり，推薦
図書の掲示を行
ったりした。 

４ ４ ４ 

・引き続き，生
徒が利用した
いと思える図
書室の環境づ
くりを行う。 
 
・生徒会活動等
と関連付けな
がら，読書活動
の推進を行う。 

 
 
 
 
１ 

子どもに向き
合う時間を確
保するために，
業務の改善を
図る。 

  
 
 
新 
規 

業務内容の見直
しや精選，各業務
の適切な分担を
行う。 

・週２日の部活動
休養日や定時退
校日を確実に設
定する。 
 
・スクールサポー
トスタッフ等へ
計画的に業務依
頼を行う。 

・時間外勤務の平
均時間を前年度
比90％以下にす
る。 

・定時退校日の
設定やスクール
サポートスタッ
フ等への業務依
頼を行った。 
 
・時間外勤務の
平均時間は，52
時間 21 分（前
年度同時期比
84％） 

４ ４ 

・引き続き，週
２日の部活動
休養日や定時
退校日を確実
に設定する。 
 
・スクールサポ
ートスタッフ
等への依頼を
行うなど業務
分担を行う。 

・時間外勤務の
平均時間は，55
時間 19 分（前
年度同時期比
92.7％）であっ
た。 
・時間外勤務が
45 時間以内の
教職員が徐々に
増え，1 月には
61％になった。 

４ ３ ４ 

・次年度へ向
け，大幅な業務
の見直しや業
務分担の見直
しなどを行う。 

福山市立駅家南中学校 
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[プロセス評価の評価基準] 

評点 評価基準 

５ 
取組の目的に対する共通理解が顕著に認められ，状況の変化，
問題が生じた際は，協同的な課題解決が十分に図られた。 

４ 
取組の目的に対する共通理解が認められ，状況の変化，問題が
生じた際は，協同的な課題解決が概ね図られた。 

３ 
取組の目的に対する共通理解が一定程度認められ，状況の変
化，問題が生じた際は，協同的な課題解決がある程度図られた。 

２ 
取組の目的に対する共通理解が認められ難く，状況の変化，問
題が生じた際の協同的な課題解決があまり図られなかった。 

１ 
取組の目的に対する共通理解が認められず，状況の変化，問題
が生じた際の協同的な課題解決が図られなかった。 

 

[達成評価の評価基準] 

評点 評価基準 

５ 
目標を大幅に達成し，十分な成果をあ
げた。 

４ 
目標を概ね達成し，望ましい成果をあ
げた。 

３ 
目標をある程度達成し，一定の成果をあげ
た。 

２ 
目標を下回り，成果よりも課題が多か
った。 

１ 
目標を大きく下回り，成果が認められ
なかった。 

 

[総合評価の評価基準] 

評点 評価基準 

５ １００％以上の達成度 
十分に目標を達成でき
た。 

４ 
８０％以上１００％未満
の達成度 

概ね目標を達成できた。 

３ 
６０％以上８０％未満の
達成度 

ある程度目標を達成でき
た。 

２ 
４０％以上６０％未満の
達成度 

あまり目標を達成できな
かった。 

１ ４０％未満の達成度 
目標を達成できなかっ
た。 

 


